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酒井 久美子 大分大学医学部非常勤講師 

堤 進 大分県立海洋科学高等学校校長 

佐藤 名保 マリーンパレス主任 

久寿米木 洋子 大分県薬剤師会常務理事 

小野 裕佳 弁護士 

正岡 哲治 水産研究・教育機構水産技術研究所部長 

大崎 悦男 佐伯市農林水産部水産課長 

ウ 漁業被害に係る調査、審議を行うため、知事の諮問機関として大分県漁業被害認定審査会が設置され

ている。 

この審査会は、救済申請者が対象者に該当するかどうか、受けた被害が条例に規定する被害の態様に

適合するかどうか、また、被害額の算定が適正なものかどうかという判断を実質的に行う機関であるの 

で、漁業に関し学識経験を有する者及び関係行政機関の職員のうちから、それぞれ知事が任命すること 

としている。 

令和7年1月31日現在の審査会委員の職、氏名は次のとおりである。 

 
                大分県漁業被害認定審査会委員 

                                 （順不同） 

任期：令和 6 年 10 月 1 日～令和 8 年 9 月 30 日 
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3　漁業被害の救済状況

(1)赤潮発生と漁業被害

ア　赤潮の発生メカニズムは、未だ完全に解明されていないが、工場排水及び生活排水等に含まれる窒素、燐などの

　栄養塩類の流入によって海域が富栄養化状態となり、これにある種の微量の赤潮誘因物質(微量金属やビタミンなど)

　の存在や自然条件(日照時間、風向、風力、海水の温度、塩分濃度、海水の停滞など)等の諸要因が相互に関連して

　プランクトンが異常増殖するものと考えられている。

イ　大分県沿岸海域における令和6年の赤潮発生件数は、表2に示すように23件である。

　　赤潮の発生件数を昭和45年1月から令和6年12月まで55年間の統計で見ると、図2に示すように昭和51年までは漸増、

　昭和52年から平成7年までは漸減の傾向であったが、平成8年以降増加に転じ平成24年には30件を超えたが、その後

　は令和元年の10件を除き、概ね20件前後で推移している。

　　赤潮の発生件数を月別に見ると、図3、表3に示すように4月から9月までの期間に多発し、55年間に発生した918件の

　うち81.3％(746件)がこの期間に発生している。

　　また、海域別では豊後水道海域(臼杵湾、津久見湾、佐伯湾、入津湾、猪串湾等)が最も多く、別府湾海域、豊前・

　国東海域の順となっている。

ウ　赤潮による漁業被害は、赤潮を構成するプランクトンの種類や密度により異なり、漁業被害を伴わないものも多い。

　(赤潮プランクトンの主なものは表4に示す)

　これまでに漁業被害の補填を行った赤潮の発生状況は、表5のとおりである。

表2　　赤潮発生状況(令和6年次） 令和7年1月31日現在

番号 発生海域 赤 潮 構 成 種 名
漁業
被害

備考
（最高密度 細胞／ml）

1 1月22日 ～ 6月10日
豊後水道

（猪野串湾）
ケラチウム属 無 1,010

2 5月10日 ～ 8月1日
豊後水道
（入津湾）

ケラチウム属 無 850

3 6月2日 ～ 7月31日
豊後水道
（猪串湾）

ヘテロシグマ　アカシオ 無 71,000

4 6月6日 ～ 8月15日
豊後水道
（佐伯湾）

小型渦鞭毛藻類 無 12,000

5 6月10日 ～ 6月17日 別府湾 ノクティルカ　シンチランス 無 8,000

6 6月20日 ～ 7月20日 周防灘～伊予灘 シャットネラ属 有 94

7 7月1日 ～ 9月27日
豊後水道
（佐伯湾）

カレニア　ミキモトイ 無 12,200

8 7月8日 ～ 7月29日
豊後水道
（猪串湾）

ユートリプティエラ属 無 453,000

9 7月16日 ～ 8月21日
豊後水道
（臼杵湾）

カレニア　ミキモトイ 無 3,250

10 7月17日 ～ 8月16日
豊後水道

（津久見湾）
カレニア　ミキモトイ 有 95,000

11 7月18日 ～ 9月13日 周防灘～伊予灘 カレニア　ミキモトイ 無 40,500

12 7月29日 ～ 9月13日 周防灘 ゴニオラックス・ポリグラマ 無 1,600

発 生 期 間

-6-



番号 発生海域 赤 潮 構 成 種 名
漁業
被害

備考
（最高密度 細胞／ml）

発 生 期 間

13 7月29日 ～ 9月2日
豊後水道
（猪串湾）

カレニア　ミキモトイ 無 675

14 7月30日 ～ 9月27日
豊後水道

（米水津湾）
カレニア　ミキモトイ 無 580

15 8月8日 ～ 10月3日
豊後水道
（入津湾）

プロロセントラム　シグモイデス 無 12,000

16 8月13日 ～ 8月22日
豊後水道
（入津湾）

メソディニウム・ルブラン 無 2,000

17 8月15日 ～ 8月19日
豊後水道
（猪串湾）

メソディニウム・ルブラン 無 8,000

18 8月16日 ～ 9月11日
豊後水道

（津久見湾）
メソディニウム・ルブラン 無 1,625

19 8月16日 ～ 8月21日
豊後水道
（佐伯湾）

メソディニウム・ルブラン 無 2,225

20 9月18日 ～ 11月7日
豊後水道
（入津湾）

シャットネラ属 無 292

21 9月24日 ～ 11月11日
豊後水道
（猪串湾）

シャットネラ属 無 10

22 9月25日 ～ 11月7日
豊後水道
（入津湾）

プロロセントラム　デンタータム 無 3,000

23 11月27日 ～ 12月20日
豊後水道
（入津湾）

メソディニウム・ルブラン 無 5,000
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　表3　赤潮発生件数（年次別、月別、海域別）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 豊前・国東 別府湾 豊後水道

昭和45 17 2 2 1 5 7 3 6 8
46 14 2 2 3 3 1 3 4 4 6
47 20 3 6 2 2 3 1 3 5 9 6
48 29 5 1 10 4 3 1 2 1 2 4 17 8
49 24 5 2 7 2 1 1 3 1 1 1 9 8 7
50 35 5 8 4 6 2 2 7 1 4 20 11
51 41 1 2 6 5 4 2 11 9 1 8 14 19
52 22 4 7 3 4 1 2 1 6 3 13
53 10 1 1 1 2 2 2 1 3 4 3
54 12 1 2 3 1 1 4 9 1 2
55 12 1 2 1 5 2 1 5 4 3
56 20 1 2 4 5 4 2 2 1 4 15
57 9 1 1 3 2 1 1 2 2 5
58 12 3 1 2 5 1 1 4 7
59 7 1 4 1 1 1 2 4
60 7 1 1 1 1 2 1 2 1 6
61 11 1 2 5 2 1 3 1 7
62 4 2 1 1 1 0 3
63 10 1 2 1 5 1 1 3 6

平成元 8 2 4 1 1 2 2 4
2 10 1 1 3 2 2 1 0 5 5
3 15 1 2 1 1 1 3 4 1 1 2 5 8
4 10 1 2 1 1 2 2 1 1 3 6
5 5 1 1 1 2 1 3 4
6 4 1 1 2 1 0 3
7 3 1 1 1 0 1 2
8 7 1 3 2 1 2 3 2
9 17 4 5 2 4 1 1 0 0 17
10 22 1 1 5 6 7 1 1 2 4 16
11 16 1 1 5 1 1 1 4 1 1 0 2 14
12 10 2 1 2 1 2 1 1 1 1 8
13 17 2 1 5 6 1 2 1 4 12
14 16 3 5 4 3 1 2 4 10
15 14 1 1 5 2 3 2 3 1 10
16 14 4 4 3 2 1 1 1 12
17 14 1 1 1 4 4 2 1 3 11
18 17 2 4 6 3 1 1 2 3 12
19 17 1 1 7 2 3 1 2 1 2 14
20 20 1 1 4 7 5 1 1 5 2 13
21 25 1 5 8 5 2 2 1 1 6 2 17
22 24 2 1 1 2 8 7 2 1 5 1 18
23 26 1 1 1 1 7 3 7 1 2 2 3 5 18
24 33 1 2 9 13 3 2 1 2 6 8 19
25 21 　 1 1 4 4 2 8 　 　 　 1 1 3 17
26 15 1 1 1 4 2 5 1 3 2 12
27 19 1 2 6 4 3 1 1 1 1 1 17
28 21 1 1 1 3 5 3 4 1 2 4 2 15
29 18 1 1 1 2 10 1 1 1 2 4 12
30 21 1 2 4 7 3 1 1 2 3 2 16

令和元 10 1 4 1 2 1 1 3 2 5
2 25 1 2 3 4 9 4 1 1 5 2 20
3 18 2 1 6 5 3 1 3 1 14
4 25 1 1 1 5 5 4 3 1 3 1 2 4 19
5 23 1 1 3 7 7 2 2 5 1 17
6 23 1 1 4 8 5 3 1 3 1 18

919 18 21 22 58 83 162 187 173 83 53 38 21 157 194 576

100% 61 303 443 112 16.9% 20.9% 62.1%

注１．総発生件数と海域別件数の和が異なるのは、昭和60年7月の1件、平成5年9月の2件、

　　平成26年7月の1件、令和2年6月,9月の各1件の赤潮がそれぞれ複数海域に発生したことによるものである。

注２．赤潮の発生が2月以上にまたがっているものは、最初の月に計上した。

海　　域　　別月　　　　　　　　別

12.2%48.2%6.6% 33.0%
計

年
総発生
件数
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夕 平成18年度には、4月から5月に猪串湾において、また、7月から8月にかけて臼杵湾から猪串湾 

にかけて、漁業被害を伴う赤潮が発生し、県漁協7支店から17件1億7,406万円余りの被害申請があり、 

4,740万3千円の補填を行った。また、赤潮被害緊急防止事業として、臼杵支店の1支店から52万円の 

補助金交付申請があり、同額の補助金を交付した。 

チ 平成19年度には、6月から7月に佐伯湾から入津湾にかけて、漁業被害を伴う赤潮が発生し、県漁協 

2支店から10件1億1,633万円余りの被害申請があり、1,996万1千円の補填を行った。 

ツ 平成20年度には、5月に猪串湾において、また、7月から8月にかけて豊前海、別府湾、臼杵湾、津 

久見湾、佐伯湾において漁業被害を伴う赤潮が発生し、9支店の養殖業者等から計11件9,149万円余り 

の被害申請があり、2,357万9千円の補填を行った。 

また、赤潮被害緊急防止事業として、臼杵支店から57万円の補助金交付申請があり、同額の補助金を 

交付した。 

テ 平成21年度には、7月に佐伯湾において、漁業被害を伴う赤潮が発生し、2支店の養殖業者等から計 

3件2,473万円余りの被害申請があり、776万4千円の補填を行った。 

卜 平成22年度には、8月から9月に入津湾において、漁業被害を伴う赤潮が発生し、2支店の養殖業者 

等から計13件1,713万円余りの被害申請があり、507万2千円の補填を行った。 

ナ 平成23年度には、7月から9月にかけて入津湾、佐伯湾において、また、 1月に入津湾において、漁 

業被害を伴う被害が発生し、4支店の養殖業者等から計8件731万円余りの被害申請があり、396万1千 

円の補填を行った。 

二 平成24年度には、6月から8月に伊予灘から名護屋湾にかけて、漁業被害を伴う被害が発生し、県漁 

協6支店の養殖業者等から計9件23,464万円余りの被害申請があり、5,941万4千円の補填を行った。 

ヌ 平成26年度には、7月から9月に豊前海から別府湾にかけて、漁業被害を伴う赤潮が発生し、県漁協 

3支店から3件21,897千円余りの被害申請があり、7,528千円の補填を行った。 

ネ 平成27年度には、7月に猪串湾及び津久見湾において、漁業被害を伴う赤潮が発生し、県漁協2支店 

の養殖業者等から2件1,972千円余りの被害申請があり、801千円の補填を行った。 

ノ 平成28年度には、4～6月に入津湾において、7月及び9月には周防灘及び入津湾で漁業被害を伴う 

赤潮が発生し、県漁協4支店の養殖業者等から49件297,928千円余りの被害申請があり、55,414千円の補 

ハ 平成29年度には、6～9月に佐伯湾、7月～9月に入津湾、猪串湾、蒲江湾、名護屋湾、11月～1月 

に入津湾において漁業被害を伴う赤潮が発生し、県漁協7支店の養殖業者等から18件197,357千円余りの 

被害申請があり、45,908千円の補填を行った。 

ヒ 平成30年度には、6～8月に佐伯湾、6～7月に入津湾、8月～9月に入津湾において漁業被害を伴 

う赤潮が発生し、県漁協4支店の養殖業者等から4件4,205千円余りの被害申請があり、2,020千円の補填 

フ 令和元年度には、7～9月に周防灘から伊予灘において漁業被害を伴う赤潮が発生し、県漁協2支店 

および県漁協組合員から計3件15,400千円余りの被害申請があり、4,326千円の補填を行った。 

へ 令和3年度には、令和2年12月から令和3年4月に猪串湾において、漁業被害を伴う赤潮が発生し、 

県漁協組合員から1件154千円の被害申請があり、70千円の補填を行った。 

ホ 令和4年度には、9～10月に入津湾において漁業被害を伴う赤潮が発生し、見漁協2支店の養殖業者 

等から4件2,608千円余りの被害申請があり、1,590千円の補填を行った。 

マ 令和5年度には、9～10月に入津湾、10月に佐伯湾において漁業被害を伴う赤潮が発生し、県漁協１支店 

の養殖業者等から3件3,179千円余りの被害申請があり、1,262千円の補填を行った。 

ミ 令和6年度には、7～9月に周防灘～伊予灘、佐伯湾において漁業被害を伴う赤潮が発生し、 

県漁協2支店から2件9,879千円余りの被害申請があり、3,109千円の補填を行った。 

ム 油の付着及び水質汚濁(底質の悪化を含む)並びに有害物質の蓄積等に伴う漁業被害については、こ 

れまでこの制度を適用して救済した事例はない。 

填を行った。 

を行った。 
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表6  赤潮被害の補填状況(昭和49年度～令和6年度)

年度 被害発生期間(月・日）
関係支店数

(関係漁協数）

昭和50 5 .25～ 6 .30 6 263 件 13,511 千円 10,162 千円

51 5 .24～9 12 7 217 38,978 24,235

52 5 .12～7 .10 1 96 9,414 8,065

54 8 .13～8 .23 3 3 123,790 27,100

56 6 . 9 ～6 .28 7 589 69,271 14,855

57 7 26～8. 2 11 139 255,783 16,993

60 7 .11～8 .19 26 499 486,373 56,793

61 7 .19～8 .20 6 67 35,003 8,490

平成元 8 4～8.19 3 69 31,041 12,199

3 10.18～10.19 1 1 17,403 6,021

9 7 .16～7. 25 1 3 4,518 2,623

10 8 .16～8 22 2 2 1,432 1,031

13 7 29～8 .10 2 12 152,816 5,153

15 8.7～8.9 1 1 1,496 667

17 7 25～8 .10 3 19 353,743 50,076

5 .16～6 . 5 2 4 17,800 4,000

7.20～8 . 7 7 13 156,262 43,403

7.1～7.10 1 6 113,403 18,036

7.10～7.12 1 4 2,929 1,925

3.17～6.3 2 3 10,659 2,982

7.2～8.6 7 8 80,831 20,597

21 7.17～7.30 2 3 24,736 7,764

22 8.27～9.24 2 13 17,134 5,072

7.14～9.22 4 7 7,058 3,757

1/20 1 1 260 204

24 6.14～8.7 6 9 234,647 59,414

26 7.26～9.1 3 3 21,897 7,528

27 7.20～7.30 2 2 1,972 801

3.29～7.22 2 46 280,432 50,930

7.3～7.25 2 2 17,315 4,484

9.6～9.21 1 1 181 0

7.12～9.21 3 4 83,483 20,275

7.20～8.28 2 8 32,584 6,164

7.19～9.4 2 4 79,213 18,469

12.1～12.13 1 2 2,078 1,000

6.21～7.9 2 2 2,732 1,150

6.23 1 1 329 270

8.20～8.30 1 1 1,147 600

令和元 7.22～9.2 2 3 15,400 4,326

3 12.8～4.19 1 1 154 70

4 9.1～10.5 2 4 2,608 1,590

5 9.23～10.9 1 3 3,179 1,262

7.1～9.27 1 1 6,881 2,120

7.18～9.13 1 1 2,998 989

備考:1.上記の表に記載のない年度は被害額の申請がなかった。

      2.いずれも赤潮に伴う漁業被害である。

      3.関係支店数(関係漁協数)はH14.4.1に漁協が県一漁協に合併し、旧漁協が支店単位になったた

        め。(以下同じ)

表7　赤潮被害対策事業の補助金交付状況(昭和52年度～令和6年度)

年度 被害発生期間(月・日）
関係支店数

(関係漁協数）
60 7 .16- 8 .13 2 3 件 1,300 千円 1,300 千円

61 7 .30- 8 .21 3 4 1,085 1,085

元 8 31-9. 6 2 2 1,919 1,919

10 8 .16-8 25 1 2 806 806

17 7 .27- 8 .16 2 2 1,240 1,240

18 7 .20-8 10 1 1 520 520

20 7 .31-8 11 1 1 570 570
備考:上記の表に記載のない年度は補助金の交付申請がなかった。

28

事業実施件数 補助金申請額 補助金交付額

23

29

30

6

申請件数 申請被害額 補填額

18

19

20
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